


3つのポイントをおさえよう！

トイレパックの使い方 マンションに住む人は？　～2つの注意点～

1 2 3 4

備蓄はローリングストック法で！！
消費期限にあわせて定期的に古いものから消費し、
消費した分を補充するという循環型の備蓄方法です。

家が倒壊しなくても、家具が倒れたり、ガラスが割れたりすると、在宅避難の妨げとなってしまいます。
家の中の対策をしっかりと行い、安全に在宅避難ができる環境を整えましょう。

備える

消費する買い足す

バネ式

飲料水・食料品 感染対策グッズ

トイレットペーパー
ウェットティッシュ
トイレパック
ポリ袋
水のいらないシャンプー

歯磨きセット
着替え
タオル類
生理用品
救急セット

日用品

紙おむつ
おしりふき
抱っこひも
おやつ

哺乳瓶
哺乳瓶消毒グッズ
粉ミルク
離乳食

乳幼児のいる家庭の備え

介護食
大人用紙おむつ

要介護者のいる家庭の備え

せっけん　　 マスク　　 体温計　　
消毒液（アルコール）

つっぱり棒

便座を上げ、大きなゴミ袋を
かぶせたら、ふたたび便座を
下げて固定します。底の水は
そのままで。

便座の中にもう1枚ポリ袋や
レジ袋などを広げて入れま
す。袋の大きさに余裕があれ
ば便座の上からかぶせて。

凝固剤を入れます（ちぎった
新聞紙等を活用してもOK）。
※凝固剤のみでも販売されて
います。

　人の排泄は1日5回程度といわれています。家族の必要数を予め把握しておきましょう。

用を足したら、上の袋を縛っ
て別の袋にまとめ、消臭剤と
一緒に保存。
「燃やすごみ」で処分を。

ネジ止めはせず、家具と
天井の隙間に設置します。
（天井に強度が必要）

飛び出し防止器具
留め具をつけ戸棚の扉が
開かないようにします。

ガラス飛散防止フィルム
窓ガラスやガラス扉のある
家具に貼り、割れたガラスが
飛び散らないようにします。

家具と壁を木ネジ、ボルト
で固定します。（壁に強度が
必要）

揺れを感知すると自動的に電気の供
給を遮断し、電気火災を防ぐ器具で
す。西区では自治会・
町内会、向けに購入
費用の一部を補助し
ておりますので是非
ご活用ください。

水の確保注意点 1

停電でエレベーターが停止
した場合、水などの重いも
のを上層階まで運ぶのは大
変です。日頃の備えを欠か
さないよう心がけましょう。

災害時は、上層階の住民が
流した水が下層階で溢れる
ことがあります（戸建でも
逆流が起こる可能性はあり
ます）。災害時は非常用トイ
レパックを使用しましょう。

キャスター下皿
キャスター付きの家具を
固定します。

L字金具、ベルト

粘着マット
粘着性のゲル状のもので、
家具の底面と床面を接着さ
せます。（有効期限に注意）

point
2

備蓄は『最低3日分できれば7日分』point
1

災害に強い家に！point
3在宅避難の準備の基本

！

感震ブレーカー

常備薬
カイロ
ラップ
カセットコンロ
カセットボンベ

ライター
LEDランタン
携帯ラジオ
モバイルバッテリー
乾電池

check list

吊り下げている照明器
具は、ワイヤーやチェー
ンなどで固定します。

落下防止ワイヤー

飲料水（1人1日3ℓ×家族の人数）
食料品（缶詰、レトルト食品、
フリーズドライ食品など）

お湯を沸かす
必要のない
液体ミルクが
あると便利です

補助具などの予備

ペットフード
ペット用トイレシート

ペットのいる家庭の備え

ON
OFF

トイレの水注意点 2

逆流に備えて、排水溝は
二重のポリ袋に水を入れた

簡易水のうを
設置しましょう。

3人家族の場合『1日5回分×3日分×3人=45パック』 通電火災を防ぐために


